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私は二十歳です。今までの人生で色々見聞き

して、大事な事だと思ったことは、相当あった

はずです。でも日本に来るまでは、私の頭の中

に何も残っていませんでした。その事に関係し

ているかどうかはわかりませんが、私は年々癇

癖な性格になっていました。しかし日本に来て

約一年、私にとって今でもはっきりと記憶に

残っていることがあります。私を癇癖な性格か

ら引き離し、奮起を起こさせ、勇気と希望を与

えてくれた出来事です。

私は昨年七月日本に来ました。私は日本に来

る前、何もかも両親に頼っていたため、家事を

したことがありませんでした。それに性格は頑

固で、短気で気の利かない人間でした。そして

約一ケ月間東京の組合で研修を受けた時の事で

す。一緒に日本に来た研修生達と生活していま

したが、彼女達は掃除をする時も積極的に行動

していました。しかし私は何もせず、ただ手を

こまねいて見ていただけでした。そしてそんな

態度を組合の事務局長さんに見られました。最

初は注意されただけでしたが、私は改める事な

く相変わらずそのままの態度でした。

掃除が終わってから、私の態度について全員

で話し合いをすることになりました。そして事

務局長さんは私に「なぜ掃除をしなかったのか」

と問い質しました。でも私は彼女を白い眼で見

ながら、何も言いませんでした。沈黙の時間が

とても長く感じられました。そして私は事務局

長さんに「あなたは今のような性格だったら、

日本での研修は無理です。中国へ帰ったほうが

いいです」と冷たく言われました。でも私の性

格上、そう言われても心は全然動じませんでし

た。しかしその後すぐに、仲間の研修生達が「事

務局長さんに謝って」と事務局長さんに謝罪す

るよう、何度も何度も涙を流しながら私に訴え

てきたのです。

その時私は、私を覆っていた硬い殻が割れた

ような気がしました。「せっかく日本へ来たの

に、このまま途中で帰ってはいけない。皆さん

に謝らなくては」と思いました。そして事務局

長さんや心配を掛けた仲間に心から謝りまし

た。

自分でもなぜ急に素直になったのかはわかり

ません。私は今まで批判は受けても、注意をし

てもらったことはありませんでした。それから

事務局長さんは私を諭すように、人生の道理を

教えてくれました。過ちは素直に認め、そして

積極的な人にならなければなりません。常に楽

なことだけ求め、他人に頼ってばかりでは人間

としての成長がありません。私はその出来事を

人生のターニングポイントとして、いつまでも

忘れないようにしたいと思っています。
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